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第２章 本市の地域特性 

 

１ 地理的条件 

本市は、本州西端の山口県の南西部に位置し、西は山陽小野田市、東は山口市、

北は美祢市に接し、南は瀬戸内海に面しています。 

交通環境を見ると、鉄道は山陽本線及び宇部線が東西に走り、高速道路は山陽自

動車道が市の中央部を横断し、海浜部には重要港湾である宇部港があり、山口宇部

空港も市街地に近い位置にあるなど、陸海空それぞれの交通環境が整っています。 

 

●本市の強み 

山口宇部空港や山陽自動車道、鉄道、宇部港といった陸海空の交通基盤が

市街地に近い交通環境 

 

 

 

２ 自然的条件 

本市の気候は、温暖で、雨が比較的少ない典型的な瀬戸内海式気候で、市中央部

以北の丘陵地には豊かな自然があふれ、様々な動植物が生息しています。 

また、南は海に面していることから、山と海の幸にも恵まれています。 

市街地には真締川や厚東川が流れ、貴重な水辺環境を有しています。 

 

●本市の強み 

山や海、川に囲まれ、緑と水に恵まれた温暖な自然環境 
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３ 社会的・歴史的条件 

今日の本市発展の礎は、明治期以降の石炭産業の振興により築かれ、その後戦災

により市街地の大半が焼失したものの、まちの再建にかける市民の熱意と戦後の復

興景気とともに、順調な復活を遂げました。 

その後、我が国のエネルギーの需要構造の転換にいち早く対応し、近代的な工業

都市へと変ぼうを遂げ、現在も瀬戸内有数の臨海工業地帯を形成しています。また、

石炭を基盤に化学工業が発展していたことから、高等工業学校を誘致し、それを契

機に、現在も本市は、多くの高等教育機関を有しています。 

その後、急激な工業化の進展に伴い生じた、ばいじん降下による大気汚染などの

公害問題に対し、産官学民一体となった「宇部方式」※による公害対策に取り組み、

この環境改善を図った実績は、産業発展と市民福祉の調和を目指す先進的事例とし

て広く知られるところとなり、平成９年(1997 年)、これまでの環境の保護・改善

への功績が高く評価され、国連環境計画(ＵＮＥＰ)から「グローバル５００賞」を

受賞しました。 

この市民一丸となった自治精神の高揚とまちづくりへの情熱は、その後の都市緑

化や公園整備など様々な分野に幅広い展開を見せ、特に彫刻によるまちづくりに関

しては、国内有数の歴史と権威を誇る「ＵＢＥビエンナーレ」の開催を始め、市内

随所への作品の設置など、宇部市固有の情景を醸成しています。 

また、市内には、第三次救急医療機関である山口大学医学部附属病院をはじめ、

数多くの医療施設が立地するとともに、他市と比較して市民一人当たりの病床数や

医師等の医療関係資格者も多く、医療環境が充実しています。 

 

●本市の強み 

・ 瀬戸内有数の臨海工業地帯を形成する工業都市であるとともに、高等教

育機関が集積した学園都市であるという都市環境 

・ 産官学民一体となった環境保全や都市緑化、彫刻のまちづくりなどへの

取組の歴史とその継承 

・ 医療施設、病床数、医療関係資格者が多く、充実した医療環境 

 

 

 

 

※「宇部方式」 

戦後の本市の産業発展の過程で発生した「ばいじん汚染」から市民の生活環境を守るため、産官学民が

相互信頼と協調の精神の下、法令や罰則に頼ることなく、科学的な調査データに基づく話合いによって、

全市民が一体となって取り組んだ宇部市独自の公害対策のことをいいます。 

 


